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The Seasonal Change of Chemical Compositions

 of the River Nakatsu (2nd Report)
Tatuo GOTO

中津川の化学成分の季節変化について，引

続き1959年ユ月より同年9月迄に採水したも

のについて実験結果を得たので報告する・

俯，第1報と合せて中澤川の化学成分の年－

変化の模様を知る事が出来たので此処に一応

の総括を下して見た．
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中津川の化学成分の季節変：化（第2報）（後産）  

製、して見た．夫等を第1図，第望図，第3図，  

第4図に示す．卒均気温のグラフより，本測定  

期間中の盛岡の平均気温は，本年・と平年とに於  

て大差がない事が分る．日照曙数に於ては本年  

2月より4月上旬に亙る時期，並びに4月下旬  

より5月中旬迄の時期，6月ヰ旬，下旬，7月  

下旬の時期に於て大きく，4月中旬，8月上  

旬，下旬の時期に於て小さかった．降水量グラ  

フに於てほ大体盛岡の降水量グラフと上流山間  

曳       Jl  

採水並びに測定方法   

採水並びキこ測定方法ほ第1報と同じであるか  

ら省略する．  

気 候 的 資 料   

測定期間中に於ける気候的資料ほ，盛岡測候  

所の測定資料にもとづいて卒均気温（旬卒均），  

日照時数（旬合計），降水量（旬合計）の各グ  

ラフを，東北電力大志田測水師に於ける水位の  

資料にもとづいて流量（旬卒均）のグラフを作  
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岩手大学学芸学部研究年報第4巻 （1952）第2部  

地帯の真水の降水量グラフとほ対応して変化し  

て居るが，一般に農水の降水量の方が大であ  

る．盛岡の本年と平年との降水量を比較して見  

ると，夏季に於て特に降水量が大であった事が  

分る．又4月中旬に於て真水の降．水量ほ盛岡の  

降水量に比べて造かに大になって居る．筒，糞  

．水の3月の降水量が示されて居ないのは，此の  

期間欠渕の為表はす事が出来なかったのであ  

る．次に流量のグラフについて見ると，3月せ  

句境より5月の上旬にかけて大きな山をなして  

居る．此の事に関してほ次の融雪期を中心とし  

た水位の変化の処で同様触れて居るが，明らか  

に融雪の現象に依る増水である，叉6月中旬，  

並びに7月中旬より8月中旬に亘る盛夏の時期  

に流量が増加して居るのは，此の時期に於ける  

大きな降水量に依って持たらされた増水であ  

る．時に融雪期に於ける増水量が盛夏の時期の  

降雨に依る増．水量を凌駕して居る事は注目すべ  

第l表  

きである．  

融雪期皇中心とした水位の変化  

融雪期を中心とした化学成分の変化の模様を  

見当する為に，採水地点に水位計を取り付け，  

1953年望月急1日より同年7月17日に亘る親閲，  

毎日午後5時に相対水位を測定して見た．それ  

に関するデータを第1表に掲げ，グラフで表し  

たものを第5図に示す．卒均相対水位の値ほ5  

日間毎の相対水位の植の卒均値を以て示した．  

又図表の横軸にぜ則定期聞を示すのに，図表番号  

を以て戻した．函に依ると図表番号7即ち測定  

期間3月18日より3月9公日迄の時間に於て急に  

水位が高くなって居り，以後図表番号16即ち5  

月9日より5月＄日迄の測定時期に至る迄大きな  

山が表ほれて居る．盛岡測候所のデータに依る  

と本年の戯雪日，融氷日ほ3月18日であり，叉  

盛岡の卒均気温ほ3月中旬に於て0つCを上起つ  

平   均  
粕 封 7k 位  

（Cln）  

図 表  

番 洗  
期  間  

1951－  

2 －17 ′、′2 －21   

2 －22 ～ 2 －26   

2 －27 ～ 3 － 2   

3 － 3 一）3 － 7   

3 － 8 へ′ 3 －12   

3 ＿13 ′、′ 3 －1   

3 －18 ～ 3 －22   

3 －23 ～3 －27   

3 －28 ～ 4 －1   

4 ＿ 2 ～ 4 － 6  

4 － 7 ～ 4 －11  

4 ＿12 ～ 4 －16  

4 －17 ～ 4 －21  

4 －22 ～ 4 －26   

4 －27 ～ 5 －1  

－ 12．6  

－ 13．5  

－ 13．0  

－ 13．3  

－ 14．4  

－ 12．2   

十  8．6   

＋19．5   

＋ 15．0   

＋13．0   

十 23．7   

＋ 2l．8   

＋ 14．0   

十 13．0   

十  4．9  

5 － 2 ～ 5 － 6   

5 － 7 ～ 5 －11   

5 －12～5 －16   

5 －17 へノ 5 －21   

5 仙22 ′・ヽノ 5 ¶26   

5 －27 ～ 5 －31   

6∴－1～6 － 5   

6 － 6 ′、′ 6 －10  

6 －11へ′6 －15   

6 －16 ～6 －20   

6 －21～ 6 －25   

6 一－26～6 －30   

7 －1′、ノ 7 － 5   

7 －6～7 －10   

7 －11′－ 7 －17  

ート  7．6   

＋ 1．4   

－   2．8  

－   3．5  

十 1．5   

－   5．8   

－   6．6  

十 12  

＋ 11．1  

＋ 1．l  

－   4．6  

－   9．1  

－  ・l．J   

＋  0．5   

十 13．6  

測定時刻 P．叶 5▲00  

ー（2年）－   



中津川の化学成分の季節変化（第2報）（後藤〕  

て居り．（第1図参照）図表番号7の時期に一致  

して居ると見る事が出来る．即ち3月中旬頃よ  

り水路的な雪融けが開始した事を示すもので，  

此の雪融けに依る増水現象が，針月上旬頃に亙  

って持続するものの様で，此の時期を融雪増水  

期と看撤す事が出来る．図表番号2くほPち6月11  

日より6月15日迄の測定時期に於ける山は，6  

月上軋 中旬の時期に降水量が増加して屠り，  

その影響と見る事が出来る．攻に下流平地部に  

在る採水地点に於ける卒均相位水位のグラフと  

上流山間部に在る大志掛地点に於ける流量グラ  

フとほ良く対応して屠る．此の事は中津川に於  

てほ上流山閑部の流澄と下流卒地部の流量とほ  

比例して変動するものの様に思はれる．  

測 定 結 果  

現地に於けるデータを第望表に，研究室に於  

て行ったヂ∴タを第3表に掲げる．夫等を各々  

グラフで第6図及び第7図に示して見た．   

旬，三宅泰雄氏の本邦主要河川の平野値と中  

音割要1の卒均植とを比較対照する意味に於て第4  

表に掲げて見た．  

第  5  図  
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岩手火学学芸学部研究軍報 第4巻（1952）第2部  

旬以降の測定時に於て1）Ⅱは低くなって居る．  

RptIは7．0から7．3の問を変動し7．1を示す場合が  

多い．i）HとRp耳との差は毎回0．1から0・3こ祁日の  

値を戻して居る，  

（3）遊離炭酸量ほi）Ⅱと大体対応し．た変化をし  

て居る．一般に夏季に向って遊離炭酸量は増加  

する傾向の様である．碓，遊雄炭酸量ほフェノ  

ール・フクレンを指示薬としたぎa2（二03溶液の  

満足値をCO2として計算した植で，正確な溶存  

遊離炭酸量ではなく大体の植を示して居るもの  

と思う．   

勘Re，Ca，SiO2の含量は三者共大体対応し  

測定結果に対する考察   

本年9月以降9月に亙る測定期間に於ける化  

学成分の季節変化に対する考察を下して見た．  

（1）水温は極めて良く気温の変化に対応して居  

る．水温のnIax．ほ7月上旬に於ける測定時  

に表はれて居り，気温もMa乳になって居る．  

水撮・気温のMiTl．は2月中旬に於ける測定に  

於て示された．  

（2）pIIの変化ほ6．8から7．0の問を変動し．   

融雪増水期に当る3月下旬より5月中旬，並  

に降水長の大であった盛夏の時期に当る7月中   

幕 3 表  

第 4 表   

Ca  
（mg／l）  

Cl  
（mg／1）  

本邦河川平均値   

中 津川平均偶  
（1951－8～1952－9）  

10．4  7．l  

385  0．11  

・－ 
－、ノ 

・  ・  二；・・ ・・＿  
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中津川の化学成分の季節変化（第2報）（後藤）  

稀釈と思はれる．  

（5）過マンガン酸カリ消費量ほ戯雪に依る増水  

期並びに降雨量の大であった7月中旬，8月中  

旬の測定時に於て大きく表ほれて居る．此等の  

時期に於ける現地採水の際，河川は明らかに療  

水して居り，水が濁り浮湛物が多い様に思はれ  

た．過マンガン酸カリ消費量をもって直ちに水  

中の有機物の量と断定する事は出来ないけれど  

も，此の時期に於てほ少くとも有機物含量ほ大  

になって居る事と恩はれる．  

（6）Clの含量はRe，Ca，SiO2の含量と余り良   

た変化を示して居る．7月上旬に於て，此等の  

含量に山が表ほれ大となって居る．そして，此  

の時期の降水量並びに流量は比較的低く，降水  

量並びに流長のグラフ（第3図・第4図参照）  

に於て谷が表はれて居る．次に3月中旬より5  

月下旬にかけて，此等の含量に大きな谷が出て  

居り，非常に少なくなって居る．此の時期ほ融  

雪に依る増水期に相当し雪融けの水に依る稀釈  

に由来するものと思ほれる．叉7月中旬以降盛  

夏の時期に於て含量が割合少なく表はれて居る  

のは，此の時期に於ける楷々音量の降水に依る  



岩手大学学芸学部研究年報  第4巻（1952）第2部   

い対応した変動を示さなかった．3月下旬並び  

に7月上旬の測定時に大であった．  

（7）Feの含量は4月中旬並びに7月中旬以降  

に於て大であり，其の他の期間ほ一般に少い値  

を示して居る．peの含量は夏季の降雨に依る増  

水時に増加する傾向が見られる棟である．  

時に融雪に依る増水時に此等の含量ほ小さな  

値を示す様に思はれる．  

1951年8月から9月にかけて此等の含量が大  

であるのに比べて，1953年7月中旬以降8月，  

9月にかけて比較的含量が減少して居るのは，  

1951年8月の降水量ほ卒年同月の57％，9月に  

於ては平年同月の54ヲ左となって居り一般に小さ  

な植を示して居るのに反して，1ヨ32年7月の降  

水量ほ平年同月の191プ∠，8月ほ卒年同月の137  

％と逆に増加し，流量に於ても1951年の時期よ  

りも1953年の時期の方が大きな植を示して居  

る．即ち1951年の8月，9月の時期は降雨量減  

少に依る濃縮，1952年の時期ほ降雨量増加に依  

る稀釈が大きな作用をして居る様に思う．   

区）KユーIlO4消費量ほ一般に気温，水泡の上昇  

した夏季並びに融雪に依る増水斯に高い．盛岡  

の初雪日ほ1ヨさ1年11月96日，融雪日が，195望年  

3月18日になって居る．即ち1931年11月下旬頃  

より1952年3月中旬頃にかけて積雪期と看撤す  

事が出来る．此の積雪期に於てKユ†1104消費量  

ほ一般に少く変化も少ない．蹟雪期と南軍とに  

分けて考へて見ると，雨期に於てほ変動が大き  

く表ほれる様に思はれる．又降雨に依る増水時  

に於て含量は大となる傾向が見られる様であ  

る．  

（5）Clの含量はRe，Ca，SiO2の含量の変化  

と余り良い対応を示して居ない．又その変動ほ  

割合に於てゆるやかである．  

（6）Feの含量はほつきりした季節変化を示し  

て居ない．一般に夏季特に降雨に依る増水時に  

増加する傾向が表はれる様である．  

総  括  

（1）気温と水温とほ明瞭に対応した変化を示  

し，両者の幣接な関聯を反映して居る．測定期  

間中に於ける水温のユ′Iax，ほ出．8、（〕（1∋51－－8  

－13）であり，気温もヨ9、Cで同日の測定に於  

て示された・盛岡測候所のデータに依ると，測  

定期間中に於ける盛岡の最高気温ほ弘生〔Cであ  

り，大体同時期の1951年8月16であった．水温  

のユii－1・ほ2・lOC（1∋5公一1－23）であり，盛  

岡に於ける最底気温ほ－15．㌻（プで1952年望月6  

日であった．  

（2）pIIは一般に夏季に低く，又融雪の増水時  

に多少低く表はれて居る．大体遊離炭酸量と対  

応した変化を示す様である．1）HとRpHとの差  

は毎回0・1から0．6の問の数値を示し，0．立と0．3の  

値を戻す場合が多い．  

（3）Re，（二a，SiO2の含蔓ほ三者共大体対応し  

て変化する様である．一般に流量の大である時  

期に於て含量減少の傾向が見られ，流量の小で  

ある時斯こ於て含量増加の傾向が見られる．即  

ち流量と此等の含量とに於て大体逆の相関園係  

が見られる様である．  
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